
 

コ
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禍
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安
全
、
安
心
は 

自
分
自
身
の
行
動
か
ら
！ 

 
 
 

忘
れ
ず
に
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シ
リ
ー
ズ
「
四
谷
の
公
園
」 

 
 
 

～ 

区
立 

花
園
公
園 

～ 

 

新
宿
一
丁
目
辺
り
で
新
宿
通
り
を

北
側
に
入
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
公
園

の
奥
の
ピ
ン
ク
色
の
建
物
は
区
立
花

園
小
学
校
・
幼
稚
園
で
す
。
公
園
の
広

場
は
「
一
体
広
場
」
と
呼
ば
れ
学
校
の

授
業
や
行
事
の
あ
る
時
は
校
庭
と
し

て
使
わ
れ
そ
れ
以
外
の
時
は
一
般
に

開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
の
木
立
の
中

に
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
具
が
あ
り
ま

す
。
公
園
の
一
角
に
は
落
語
中
興
の

祖
・
三
遊
亭
円
朝
の
旧
居
跡
の
碑
が
立

っ
て
い
ま
す
。 
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慶應大学医学科を創立し日本細菌学の父

である北里柴三郎を顕彰するために 1937年

（昭和 12年）に北里記念医学図書館として

建設されました。設計者は東京美術学校を

卒業した建築家和田順顕で、ルネサンス様

式の三連アーチが特徴的な建物です。横浜

の鶴屋・松屋や横浜郵船ビル（現日本郵船

歴史博物館）および旧濱口吉右衛門邸（現

タイ王国大使公邸）などの設計でも有名で

す。アメリカ各地を視察し我が国で初期の

組立住宅（輸入プレハブ材）も手掛けまし

た。 

 

 

 

昭和初期は欧米で予防医学、公衆衛生の

確立の重要性が認識された時期です。慶應

義塾大学では米国ロックフェラー財団か

らの寄付を建設費の大部分にあてこの建

築を建設しました（1929 年/昭和 4 年）。

設計を担当した曾根中條建築事務所の曾

根達蔵は、工部大学校（現東京大学工学部）

でジョサイア・コンドルに学んだ日本人建

築家の第一期生です。慶應義塾大学関係で

は、三田の図書館旧館（重要文化財）、日

吉の第一校舎、第二校舎、また河田町にあ

る旧小笠原伯爵邸（東京都選定歴史的建築

物）の設計者としても知られています。 

文責 大野 二郎 

資料は（公社）日本建築家協会新宿地域会が作成した「新宿建築 100景」マップより選定参照しています。 

設計/和田順顕 施工/清水組 

 文化の街 あれこれ ～四谷の歴史的建築物をご紹介～ 
 

 

  

  

 

設計/曾根中條建築事務所 施工/清水組 

慶應義塾大学信濃町メディアセンター(北里記念医学図書館) 

慶應義塾大学予防医学校舎 
 

建物周辺にはヒマラヤ杉など「新宿区緑の文化財」の保護樹木が茂っています。 

 

破傷風の治療法の確立や、ペスト菌の発見などの多大な貢献をした、北里柴三郎ゆかりの建築物

が四谷地域にあります。慶應義塾大学病院の西側奥には静かな区道に面して林に囲まれた二つの歴

史的建築物が並んで建っており、当時の様子を窺うことができます。 
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前会長 

髙山 俊達 

新会長 

石川 壽一 

  
 
 

 

 
 
 

 

                       

                          

                          

                          

 

四
谷
地
区
28
町
会 

町
会
長
一
覧 

四
谷
一
丁
目 

 

小
倉 

利
彦 

四
谷
二
丁
目 

 

藤
井 

総
一 

四
谷
三
丁
目 

 

村
越 

英
夫 

四
谷
四
丁
目 

 

渡
邉 

吉
代
司 

本

塩

町 
 

齊
藤 

源
久 

四
谷
三
栄
町 

 

石
井 

裕 

四

谷

坂

町 
 

福
光 

宏
宗 

若
葉
一
丁
目 

 

小
澤 

市
明 

若
葉
二
丁
目 

 

尾
山 

勲 

若
葉
三
丁
目 

 

渡
邉 

和
幸 

須

賀

町 
 

田
邊 

幸
三 

左

門

町 
 

田
中 

孝
幸 

信

濃

町 
 

松
本 

洋
（
代
行
） 

南

元

町 
 

熊
谷 

滋 

荒

木

町 
 

木
村 

長
康 

舟 
 

 

町 
 

松
川 

英
夫 

愛

住

町 
 

渡
邉 

成
幸 

大

京

町 
 

冨
田 

丈
一 

内

藤

町 
 

西 

克
昌 

片 
 

 

町 
 

窪
田 

征
夫 

新
宿
一
丁
目 

 

榎
本 

勝 

新
宿
二
丁
目 

 

山
田 

章 

新
宿
三
丁
目 

 

中
山 

德
次 

新
宿
四
丁
目 

 

小
澤 

友
治 

花

園

町 
 

石
川 

壽
一 

新

宿

園 
 

吉
川 

健
二
郎 

番

衆

町 
 

大
塚 

光
男 

三

光

町 
 

佐
々
木 

春
男 

令
和
３
年
６
月
１
日
現
在 

 
 

 

退
任
に
あ
た
り 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
の
皆
様
、
事

務
局
の
皆
様
、
さ
ら
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
勉
強
が
足
り
な
い
中
就
任
し
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
事
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
区
民
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
一
番
規
模

の
大
き
な
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
で
会
長
職
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
在
任
中
、
皆
様
と
共
に
実
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
『
地

域
愛
』『
地
域
力
』
の
強
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
『
宝
』
で
す
。 

 

本
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
か
ら
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
り
、
更
な
る
発
展
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。 

着
任
に
あ
た
り 

髙
山
会
長
の
辞
任
に
よ
り
、
こ

の
た
び
会
長
職
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
石
川
で
す
。
只
今
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
中
で
す
の
で
四
谷
地

域
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
普
段
通
り

に
は
行
え
ま
せ
ん
が
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
地
域
セ
ン
タ

ー
を
楽
し
く
使
用
し
て
い
た
だ

き
、
セ
ン
タ
ー
運
営
が
ス
ム
ー
ズ

に
出
来
る
様
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
地
域
の
皆
様
も
御
力
添
え

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

令
和
三
年
度  

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

第
十
二
期 

役
員 

会
長 

 
 

石
川 

壽
一 

副
会
長   

阿
部 

昭
雄 

吉
川 

ゆ
り
子 

福
永 

尚
子 

作
本 

幸
秋 

会
計 

 
 

森
松 

け
い
子 

川
元 

隆
史 

会
計
監
査  

西 

克
昌 

田
邊 

幸
三 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和
三
年
度
の

総
会
は
書
面
表
決
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。 な

お
、
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の
三

大
祭
り
を
は
じ
め
諸
々
の
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
実

施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

期
10

名
の
新
し
い
運
営
委
員
を
迎

え
、
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
な
が

ら
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒

御
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
よ
り 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ 

会
長
着
任
・
退
任
の
御
挨
拶
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食
中
毒
注
意
！ 

●
調
理
、
食
事
の
前
は
必
ず
手
洗
い
、
食
材
・
調
理
器
具
も
き
ち

ん
と
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

●
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗
わ
ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板

で
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ
っ
た
食

品
を
切
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う 

●
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
に
は
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。 

●
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、
室
温
に
長
く
放
置
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。 

作
っ
た
ら
そ
の
日
の
う
ち
に
食
べ
た
方
が
・
・
冷
蔵
庫
へ
の
過
信

は
ダ
メ
で
す
ヨ
！ 

編
集
・
発
行 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

編
集
委
員
会 

〒
１
６
０‐

８
５
８
１
新
宿
区
内
藤
町
87 

☎
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
１
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
２
４ 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
ゴ
ミ
シ
ー
ル
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。
今
後
は
全
て
の
ゴ
ミ
（
調

理
の
際
の
ゴ
ミ
を
含
む
）
が
お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す
。 

 

み
つ
ば
ち
情
報 

区
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に
伴
い
足
場
を
組
む
為
、
巣
箱
は
し

ば
ら
く
の
間
お
引
越
し
し
て
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

マ
ス
ク
も
と
れ
ず
収
束
の
見
え
て
こ
な
い
我
慢
の
日
常
、
早
い

も
の
で
一
年
と
六
か
月
以
上
の
年
月
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
日
々
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
在
り
方
が
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
誌
「
四
谷
」
も
、
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
業

情
報
を
な
か
な
か
ご
紹
介
出
来
な
い
状
況
で
す
が
、
も
う
少
し
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
楽
し
い
話
題
を
た
く
さ
ん
お
届
け
致
し

ま
す
。
今
は
ひ
と
り
一
人
感
染
し
な
い
よ
う
心
が
け
、
毎
日
を
大

切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

大
画
面
で
観
る 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
楽
し
も
う
！ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 

生
誕

250
周
年
を 

記
念
し
た
企
画 

令
和
３
年
３
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
的
な
感
染
防

止
対
策
の
も
と
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 

当
初
予
定
し
て
い
た
も
の
と
は
若
干

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
岩
下
真
麻
氏
の
生
演
奏
、

音
楽
ラ
イ
タ
ー
片
桐
卓
也
氏
の
ト
ー

ク
、
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ

ル
に
よ
る
交
響
曲
第
９
番
の
Ⅾ
Ｖ
Ⅾ
上

映
等
の
内
容
に
、
当
日
は
台
風
の
よ
う

な
大
雨
の
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
多
く

の
方
達
よ
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
続
く

中
と
て
も
癒
さ
れ
た
、
と
て
も
良
か
っ

た
と
嬉
し
い
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
に
、
ほ
ん
の
ひ
と

時
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
事
は
何
よ

り
で
す
。 


